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大島中 81 72 88.91 
;tJ:~岸，*， 84 73 86.9 
下海府cf" 39 37 
松浜仁1" 118 46 39.0 
育海中 138 71 51>， I 





第2表の1 就職職業主5年聞の推移の状況 A 男子
職業大分判|長対277年 I突数2|8年μ I長会2|9年ぶI扇3074工 I実数3|1年% |鰍3|2年% 
無 職 13 8.8 3 Z.O 3 2.0 F 3.4 3 sol 3 2，0 
専門技術 ー
管理職
亘書・ 務 3 s‘O ノワ 20 3 2.0 5 34 6 4.1 6 与1
版 官'JC 5 3.品 5 ・3，4 う 34 5 3，4 日 fi4 6 4‘1 
良林漁業 68 46.4 61 41.6 う6 38，1 52 35，4 46 81.3 38 25，9 
採鉱採石 l 0.7 3 2.0 3 2，0 
王立 事官 4 2.7 6 4.1 6 4.1 ? 4.8 1 7.5 1) 8.8 
技単純能生労産働工者 40 27.2 51 36.7 63 42.9 61 lト宮5 65 44.3 7l 48.3 
サーピス業 14 9.5 15 10‘S 1 7.5 8 6.4 8 5.4 7 4.8 
分類不能













第2表の2 就職職業主 5年閣の推修の状況 B 女子
27年 1 28年 29年 均年 五年 3 
無い 991117Ji24J386ヤ
専門技術 1  0.7 一 一 1 0.71 21 1.31 21 1.81 2 
問機 一一一 =1.~ ← 一 一一
事務一一一一 I1 - 21 1.81 21 1.3 3 
販 売 12 7‘9 12 7.9 9 5.9 10 a.o 13 8.8 10 6.6 
長林漁 91 59.7 92 60.5 93 61.1 91 59.9 87 57.3 78 51.2 
探鉱採石 0.7 0.7 0.7 ー 0.71 
迩 愉! 0.7. l 0.7. 2 1.3 2 1.3 2 1.3 3 2.0 
阪陣純能生労働産コ者二I 16 10.5 21 13)li 19 12.5 24 15.8 25 16.;" 26 17.1 
サー ピス業 14 9.S?， 12 7.9 14 9.2 16 10五 15 9.9 16 10.5 
分類不能| 0.7 2 1.8 0.7 
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j・続でけきるるだけ長く 91 5 61 1ヲ 48 23 9 3 6 51 48 
2.家業につくまで 2 3 21 - 3 
3湿を終っている学校 2 一一一 2 るまで . 
4.結婚するまで 7 7 う 2 31 41 65 舟7 7 1¥ 65 
なるべく'tL<仇
5・の職に変りたい 51. 1 1 - 61 6 191: 6: 51 4f 2 -1 2' :9 
6. 4!l~ 詑入 2 ー 1-841513 1 3 4 21 215
















ところが女向主， 27， 32年度とも 3，000円以下の就業者が圧倒的で，企温傾
向とは相当な聞きをみせている。乙れは本県農村家族従事女子青年の特殊事情
をIjo/J語るあらわれ£解してよいであろう。































合¥ 1 男 チ ド~ 1- 19，ODO 門- - ，- 19，0001 「299Fr9996399i8999l以ヒ|不明 999149995999i8999| l以上
。 3 6 6 7 12 'ー 4 3 2 
4 6 9 9 9 t 2 3 
2 2 3 2 51 6 2 3 3 6 
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県外 29 23 52 
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男 |女計1す I!J:. 
叶 3 131 231 3











15 14 29 
31. 8 














O~IO時 7 7 
11 - 20 3 3 6 
21 ~ 30 45 1 56 
31 - 40 日 7 15 
41以上 2 生 6 
不 明 3 9 12 































半業した| 34 11 苦う
中 退 18 14 32 
在学中 9 9 18 
不 fVl 7 
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